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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柱 脚 の ベ ー ス 部 を 基 礎 フ ー チ ン グ 内 に 埋 め 込 む 独 立 基 礎 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 ベ ー ス 部 が 、 鉄 骨 梁 と 柱 梁 仕 口 部 と を 有 し 、
　 前 記 柱 梁 仕 口 部 が 、 前 記 鉄 骨 梁 の 上 側 の フ ラ ン ジ が 接 合 さ れ る 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム と 、 前  
記 鉄 骨 梁 の 下 側 の フ ラ ン ジ が 接 合 さ れ る 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム と 、 を 備 え 、
　 前 記 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の 厚 み が 、 前 記 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の 厚 み よ り 大 き い 、 独 立 基 礎 構  
造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の 突 出 量 が 、 前 記 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の 突 出 量 よ り 大 き い 、 請 求 項  
１ に 記 載 の 独 立 基 礎 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 鉄 骨 梁 の ウ ェ ブ に 、 ス タ ッ ド が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 独 立 基 礎  
構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 柱 脚 の ベ ー ス 部 を 基 礎 フ ー チ ン グ 内 に 埋 め 込 む 独 立 基 礎 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】

請求項の数　3　（全7頁）
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　 特 許 文 献 １ に は 、 柱 脚 の ベ ー ス 部 を 基 礎 フ ー チ ン グ 内 に 埋 め 込 む 独 立 基 礎 構 造 が 示 さ れ  
て い る 。 こ の 独 立 基 礎 構 造 で は 、 鉄 骨 梁 を 備 え た ベ ー ス 部 を 基 礎 フ ー チ ン グ 内 に 埋 め 込 み  
、 曲 げ モ ー メ ン ト を 柱 脚 の 鉄 骨 梁 か ら 基 礎 フ ー チ ン グ に 伝 達 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ６ － ０ ４ ４ ４ ９ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の よ う な 独 立 基 礎 構 造 で は 、 柱 脚 の ベ ー ス 部 に 鉄 骨 梁 を 基 礎 フ ー チ ン グ 内 に 埋 め 込  
む こ と で 、 基 礎 梁 を 設 け る こ と な く 柱 脚 の 回 転 剛 性 を 高 め て い た 。 し か し 、 柱 脚 に 作 用 す  
る 軸 力 に よ っ て 基 礎 フ ー チ ン グ に パ ン チ ン グ 破 壊 が 起 こ る こ と が 考 え ら れ 、 パ ン チ ン グ 破  
壊 に 対 し て 改 善 の 余 地 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 実 情 に 鑑 み 、 本 発 明 の 主 た る 課 題 は 、 パ ン チ ン グ 破 壊 が 起 こ り 難 い 独 立 基 礎 構 造 を  
提 供 す る 点 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ 特 徴 構 成 は 、 柱 脚 の ベ ー ス 部 を 基 礎 フ ー チ ン グ 内 に 埋 め 込 む 独 立 基 礎 構 造  
で あ っ て 、 前 記 ベ ー ス 部 が 、 鉄 骨 梁 と 柱 梁 仕 口 部 と を 有 し 、 前 記 柱 梁 仕 口 部 が 、 前 記 鉄 骨  
梁 の 上 側 の フ ラ ン ジ が 接 合 さ れ る 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム と 、 前 記 鉄 骨 梁 の 下 側 の フ ラ ン ジ が 接  
合 さ れ る 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム と 、 を 備 え 、 前 記 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の 厚 み が 、 前 記 下 側 ダ イ ヤ  
フ ラ ム の 厚 み よ り 大 き い 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 構 成 に よ れ ば 、 基 礎 フ ー チ ン グ 内 に 埋 め 込 む ベ ー ス 部 が 鉄 骨 梁 を 有 す る こ と で 、 柱 脚  
の 回 転 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。 そ し て 、 ベ ー ス 部 に お け る 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の 厚 み を  
下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の 厚 み よ り 大 き く す る こ と で 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の 剛 性 を 下 側 ダ イ ヤ フ  
ラ ム に 比 べ て 高 く す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 柱 脚 に 作 用 す る 軸 力 が 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ  
ム か ら 基 礎 フ ー チ ン グ に 伝 達 さ れ 易 く な り 、 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム か ら 基 礎 フ ー チ ン グ に 伝 達  
さ れ 易 い 場 合 に 比 べ て 、 基 礎 フ ー チ ン グ の パ ン チ ン グ 破 壊 が 起 こ り 難 く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 特 徴 構 成 は 、 前 記 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の 突 出 量 が 、 前 記 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の  
突 出 量 よ り 大 き い 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 構 成 に よ れ ば 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の 突 出 量 が 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム の 突 出 量 よ り 大 き い こ  
と で 、 柱 脚 に 作 用 す る 軸 力 が 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム か ら 基 礎 フ ー チ ン グ へ と 更 に 伝 達 さ れ 易  
く な り 、 こ れ に よ っ て 基 礎 フ ー チ ン グ の パ ン チ ン グ 破 壊 が よ り 起 こ り 難 く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 特 徴 構 成 は 、 前 記 鉄 骨 梁 の ウ ェ ブ に 、 ス タ ッ ド が 設 け ら れ て い る 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 構 成 に よ れ ば 、 鉄 骨 梁 に ス タ ッ ド を 設 け る こ と に よ っ て 、 柱 脚 の 曲 げ モ ー メ ン ト が 基  
礎 フ ー チ ン グ に 伝 達 さ れ 易 く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 独 立 基 礎 構 造 の 側 面 図
【 図 ２ 】 独 立 基 礎 構 造 の 平 面 図
【 図 ３ 】 ベ ー ス 部 の 側 面 図
【 図 ４ 】 ベ ー ス 部 の 斜 視 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 独 立 基 礎 構 造 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 独 立 基 礎 構 造 は 、 柱 脚 １ の ベ ー ス 部 ２ が 基 礎 フ ー チ ン グ ３ 内 に 埋 め  
込 ま れ て い る 。 図 示 は 省 略 す る が 、 基 礎 フ ー チ ン グ ３ は 、 地 盤 ５ に 複 数 設 置 さ れ て お り 、  
こ の 複 数 の 基 礎 フ ー チ ン グ ３ の 上 に 建 物 の 構 造 体 が 構 築 さ れ て い る 。 柱 脚 １ は 、 構 造 体 の  
一 部 を 構 成 し て い る 。 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 柱 脚 １ に お け る 基 礎 フ ー チ ン グ ３ 内 に 埋 め 込  
ま れ て い る 部 分 を ベ ー ス 部 ２ と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 基 礎 フ ー チ ン グ ３ は 、 地 盤 ５ の 掘 削 さ れ た 凹 部 ７ に 構 築 さ れ て い る 。 説 明 を 加 え る と 、  
地 盤 ５ を 掘 削 し 、 地 盤 改 良 に よ っ て 柱 状 改 良 体 ６ を 造 成 す る と 共 に 凹 部 ７ を 形 成 し 、 柱 状  
改 良 体 ６ 上 に 捨 て コ ン ク リ ー ト ８ を 敷 設 す る 。 そ し て 、 基 礎 フ ー チ ン グ ３ は 、 そ の 全 体 が  
凹 部 ７ 内 に 位 置 す る よ う に 、 捨 て コ ン ク リ ー ト ８ 上 に 構 築 さ れ て い る 。 基 礎 フ ー チ ン グ ３  
は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ベ ー ス 部 ２ が 基 礎 フ ー チ ン グ ３ 内 に  
埋 め 込 ま れ た 状 態 に 柱 脚 １ を 基 礎 フ ー チ ン グ ３ に 立 設 し た 後 、 土 間 コ ン ク リ ー ト ９ を 敷 設  
し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス 部 ２ は 、 鉄 骨 梁 １ １ と 柱 梁 仕 口 部 １ ２ と を 有 し て い る 。 鉄 骨  
梁 １ １ は 、 Ｈ 型 鋼 に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 上 側 の フ ラ ン ジ （ 以 下 、 上 側 フ ラ ン ジ １ ６ と  
称 す る ） 、 下 側 の フ ラ ン ジ （ 以 下 、 下 側 フ ラ ン ジ １ ７ と 称 す る ） 、 及 び 、 ウ ェ ブ １ ８ を 有  
し て い る 。 柱 梁 仕 口 部 １ ２ は 、 鉄 骨 梁 １ １ の 上 側 フ ラ ン ジ １ ６ が 突 き 合 わ せ 状 態 で 接 合 さ  
れ る 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ と 、 鉄 骨 梁 １ １ の 下 側 フ ラ ン ジ １ ７ が 突 き 合 わ せ 状 態 で 接 合 さ  
れ る 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ と 、 を 備 え て い る 。 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ 及 び 下 側 ダ イ ヤ フ ラ  
ム １ ４ は 、 柱 脚 １ の 支 柱 部 １ ９ に 接 合 さ れ て い る 。 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 支 柱 部 １  
９ は 、 筒 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ 及 び 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ は 、 平  
面 視 形 状 が 多 角 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 支 柱 部 １ ９ は 、 円 筒 形 状 に 形 成  
さ れ て お り 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ 及 び 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ は 、 平 面 視 形 状 が 正 方 形 状  
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ 及 び 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ は 、 辺 の  
長 さ が 柱 脚 １ の 外 径 よ り 大 き く な っ て お り 、 通 し ダ イ ヤ フ ラ ム と な っ て い る 。 説 明 を 加 え  
る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ は 、 支 柱 部 １ ９ を 第 １ 支 柱 部 分 １ ９ ａ と  
第 ２ 支 柱 部 分 １ ９ ｂ と に 上 下 方 向 に 分 断 す る よ う に 第 １ 支 柱 部 分 １ ９ ａ と 第 ２ 支 柱 部 分 １  
９ ｂ と の 間 に 位 置 し て お り 、 第 １ 支 柱 部 分 １ ９ ａ の 下 端 及 び 第 ２ 支 柱 部 分 １ ９ ｂ の 上 端 に  
溶 接 接 合 さ れ て い る 。 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ は 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ よ り 下 側 に 設 置 さ  
れ て お り 、 第 ２ 支 柱 部 分 １ ９ ｂ を 下 側 か ら 塞 ぐ よ う に 第 ２ 支 柱 部 分 １ ９ ｂ の 下 端 に 溶 接 接  
合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ 及 び 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ に 複 数 本 の 鉄 骨 梁 １ １ が 接 合 さ れ て お  
り 、 ベ ー ス 部 ２ は 、 複 数 本 の 鉄 骨 梁 １ １ を 備 え て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 矩 形 状 の 上 側 ダ  
イ ヤ フ ラ ム １ ３ 及 び 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 各 辺 の そ れ ぞ れ に 鉄 骨 梁 １ １ が 接 合 さ れ て お  
り 、 ベ ー ス 部 ２ は 、 第 １ 鉄 骨 梁 １ １ ａ と 第 ２ 鉄 骨 梁 １ １ ｂ と 第 ３ 鉄 骨 梁 １ １ ｃ と 第 ４ 鉄 骨  
梁 １ １ ｄ と の ４ 本 の 鉄 骨 梁 １ １ が 備 え ら れ て い る 。 第 １ 鉄 骨 梁 １ １ ａ と 第 ２ 鉄 骨 梁 １ １ ｂ  
と は 、 柱 梁 仕 口 部 １ ２ か ら 互 い に 反 対 側 に 延 び る よ う に 柱 梁 仕 口 部 １ ２ に 接 合 さ れ 、 第 ３  
鉄 骨 梁 １ １ ｃ 及 び 第 ４ 鉄 骨 梁 １ １ ｄ は 、 第 １ 鉄 骨 梁 １ １ ａ 及 び 第 ２ 鉄 骨 梁 １ １ ｂ が 延 び る  
方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 で あ っ て 、 柱 梁 仕 口 部 １ ２ か ら 互 い に 反 対 側 に 延 び る よ う に 柱  
梁 仕 口 部 １ ２ に 接 合 さ れ て い る 。 こ の よ う に 接 合 さ れ た ４ 本 の 鉄 骨 梁 １ １ は 、 図 ２ 及 び 図  
４ に 示 す よ う に 、 平 面 視 で 十 字 状 と な る よ う に 柱 梁 仕 口 部 １ ２ に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ち な み に 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 各 辺 の 長 さ は 、 接 合 す る 上 側 フ ラ ン ジ １ ６ の 幅 よ り  
長 く 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 厚 み は 、 接 合 す る 上 側 フ ラ ン ジ １ ６ の 厚 み よ り 大 き い 。 ま  
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た 、 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 各 辺 の 長 さ は 、 接 合 す る 下 側 フ ラ ン ジ １ ７ の 幅 よ り 長 く 、 下  
側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 厚 み は 、 接 合 す る 下 側 フ ラ ン ジ １ ７ の 厚 み よ り 大 き い 。 第 １ 鉄 骨 梁  
１ １ ａ と 第 ２ 鉄 骨 梁 １ １ ｂ と は 同 じ 長 さ に 形 成 さ れ 、 第 ３ 鉄 骨 梁 １ １ ｃ と 第 ４ 鉄 骨 梁 １ １  
ｄ と は 同 じ 長 さ に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ 鉄 骨 梁 １ １ ａ 及 び 第 ２ 鉄 骨 梁 １ １ ｂ は 、  
第 ３ 鉄 骨 梁 １ １ ｃ 及 び 第 ４ 鉄 骨 梁 １ １ ｄ よ り 長 手 方 向 の 長 さ が 長 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 鉄 骨 梁 １ １ の ウ ェ ブ １ ８ に は 、 ス タ ッ ド ２ １ が 設 け ら れ て  
い る 。 説 明 を 加 え る と 、 平 面 視 で 鉄 骨 梁 １ １ の 長 手 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 を 幅 方 向 と  
し て 、 鉄 骨 梁 １ １ の ウ ェ ブ １ ８ に は 、 幅 方 向 の 両 側 に 向 け て 突 出 す る 状 態 で 、 複 数 の ス タ  
ッ ド ２ １ が 接 合 さ れ て い る 。 ウ ェ ブ １ ８ に は 、 上 下 方 向 に 複 数 段 （ 図 ４ に 示 す 例 で は ２ 段  
） 及 び 長 手 方 向 に 複 数 列 （ 図 ４ に 示 す 例 で は ４ 列 又 は ５ 列 ） 並 ぶ 状 態 で ス タ ッ ド ２ １ が 設  
け ら れ て い る 。 こ の よ う に 、 柱 脚 １ の ベ ー ス 部 ２ に 鉄 骨 梁 １ １ を 設 け る こ と に 加 え て 、 鉄  
骨 梁 １ １ の ウ ェ ブ １ ８ に ス タ ッ ド ２ １ が 設 け ら れ て い る こ と で 、 柱 脚 １ の 曲 げ モ ー メ ン ト  
が 基 礎 フ ー チ ン グ ３ に 伝 達 さ れ 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 厚 み （ 上 下 幅 ） は 、 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４  
の 厚 み よ り 大 き い 。 例 え ば 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 厚 み （ 上 下 幅 ） は 、 下 側 ダ イ ヤ フ ラ  
ム １ ４ の 厚 み の １ ． ４ ～ １ ． ８ 倍 、 よ り 具 体 的 に は 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 厚 み は 、 下  
側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 厚 み の １ ． ６ 倍 と し て い る 。 尚 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ と 下 側 ダ イ  
ヤ フ ラ ム １ ４ と は 、 同 じ 材 質 で 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 厚  
み を 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 厚 み よ り 大 き く す る こ と で 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 剛 性 を  
下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 剛 性 よ り 高 く し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 支 柱 部 １ ９ か ら の 突 出 量 Ｌ １ は 、 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４  
の 支 柱 部 １ ９ か ら の 突 出 量 Ｌ ２ よ り 大 き い 。 説 明 を 加 え る と 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 支  
柱 部 １ ９ か ら の 四 方 （ ４ 本 の 鉄 骨 梁 １ １ が 存 在 す る 方 向 ） へ の 突 出 量 Ｌ １ の そ れ ぞ れ が 、  
下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 支 柱 部 １ ９ か ら の 四 方 へ の 突 出 量 Ｌ ２ の そ れ ぞ れ よ り 大 き い 。 そ  
の た め 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 平 面 視 の 広 さ は 、 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 平 面 視 の 広 さ  
よ り 大 き く な っ て い る 。 例 え ば 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 平 面 視 の 広 さ は 、 下 側 ダ イ ヤ フ  
ラ ム １ ４ の 平 面 視 の 広 さ の １ ． ２ ～ １ ． ４ 倍 、 よ り 具 体 的 に は 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の  
平 面 視 の 広 さ は 、 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 平 面 視 の 広 さ の １ ． ３ 倍 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 述 の 如 く 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 剛 性 を 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 剛 性 よ り 高 く す る  
こ と で 、 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ よ り も 上 側 フ ラ ン ジ １ ６ か ら 基 礎 フ ー チ ン グ ３ に 伝 達 さ れ  
易 く な る 。 そ し て 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ が 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ よ り 上 側 に あ り 、 ま た  
、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 突 出 量 Ｌ １ が 、 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 突 出 量 Ｌ ２ よ り 大 き い  
た め 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ か ら 下 側 に 向 け て 延 び る 破 壊 線 Ｌ が 、 下  
側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ か ら の び る 破 壊 線 に 比 べ て 下 側 の 面 積 が 広 く な り 、 基 礎 フ ー チ ン グ ３  
の パ ン チ ン グ 破 壊 を 起 こ り 難 く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
〔 別 実 施 形 態 〕
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 以 下 に 説 明 す る 各 実 施 形 態 の 構 成 は 、 そ  
れ ぞ れ 単 独 で 適 用 す る こ と に 限 ら ず 、 他 の 実 施 形 態 の 構 成 と 組 み 合 わ せ て 適 用 す る こ と も  
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ １ ） 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 平 面 視 で 十 字 状 と な る よ う に 鉄 骨 梁 １ １ を ベ ー ス 部 ２ に 備 え  
る 構 成 を 例 と し て 説 明 し た 。 し か し 、 こ の よ う な 構 成 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 ベ ー ス 部  
２ を 、 平 面 視 で Ｉ 字 状 と な る よ う に 鉄 骨 梁 １ １ を ベ ー ス 部 ２ に 備 え る 構 成 と し て も よ く 、  
平 面 視 で Ｔ 字 状 と な る よ う に 鉄 骨 梁 １ １ を ベ ー ス 部 ２ に 備 え る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 、  
平 面 視 で Ｔ 字 状 と な る 鉄 骨 梁 １ １ を 有 す る ２ つ の ベ ー ス 部 ２ を 接 合 し て 、 こ れ ら の ベ ー ス  
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部 ２ が 有 す る 鉄 骨 梁 １ １ が 全 体 と し て Ｈ 字 状 と な る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ２ ） 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 平 面 視 の 広 さ を 、 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム  
１ ４ の 平 面 視 の 広 さ よ り 大 き く し た が 、 こ の よ う な 構 成 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 上 側 ダ  
イ ヤ フ ラ ム １ ３ の 平 面 視 の 広 さ を 、 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 平 面 視 の 広 さ と 同 じ と し て も  
よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ３ ） 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 鉄 骨 梁 １ １ の ウ ェ ブ １ ８ に ス タ ッ ド ２ １ を 設 け た が 、 鉄 骨 梁  
１ １ の ウ ェ ブ １ ８ に ス タ ッ ド ２ １ を 設 け な く て も よ い 。 ま た 、 鉄 骨 梁 １ １ の 上 側 フ ラ ン ジ  
１ ６ 及 び 下 側 フ ラ ン ジ １ ７ の 一 方 又 は 双 方 に ス タ ッ ド ２ １ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ４ ） 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ 及 び 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ を 、 平 面 視  
の 形 状 を 正 方 形 状 と し た が 、 平 面 視 の 形 状 を 長 方 形 状 と す る 等 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ 及  
び 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 平 面 視 の 形 状 は 適 宜 変 更 し て も よ い 。 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で  
は 、 支 柱 部 １ ９ を 円 筒 形 状 と し た が 、 支 柱 部 １ ９ を 四 角 筒 形 状 と し て も よ く 、 支 柱 部 １ ９  
の 形 状 は 適 宜 変 更 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ ５ ） 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ 及 び 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ を 通 し ダ イ  
ヤ フ ラ ム と し た が 、 上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ３ 及 び 下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ を 外 ダ イ ヤ フ ラ ム と  
し て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１     柱 脚
２     ベ ー ス 部
３     基 礎 フ ー チ ン グ
１ １   鉄 骨 梁
１ ２   柱 梁 仕 口 部
１ ３   上 側 ダ イ ヤ フ ラ ム
１ ４   下 側 ダ イ ヤ フ ラ ム
１ ６   上 側 フ ラ ン ジ （ フ ラ ン ジ ）
１ ７   下 側 フ ラ ン ジ （ フ ラ ン ジ ）
１ ８   ウ ェ ブ
２ １   ス タ ッ ド
Ｌ １   突 出 量
Ｌ ２   突 出 量
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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